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第
八
条
第
七
項
中
「
保
険
者
」
の
下
に
「
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
を
加
え
、同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、

同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
病
床
の
機
能

の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
並
び
に
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム（
次
条
第
四
項
に
お
い
て「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）の
構
築
に
向
け
た
取
組
の
重
要
性
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
五
年
」
を
「
六
年
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
に
お
い
て
は
、
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
よ
る
病

床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
成
果
並
び
に
住
民
の
健
康
の
保
持
の
推
進
及
び
医
療
の
効
率
的
な
提
供
の

推
進
に
よ
り
達
成
が
見
込
ま
れ
る
医
療
費
適
正
化
の
効
果
を
踏
ま
え
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
計
画
の
期
間
に
お
け
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
見
込
み
（
第
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県

の
医
療
に
要
す
る
費
用
の
目
標
」
と
い
う
。）に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
三
項
中
「
お
お
む
ね
」
の
下
に
「
都
道
府
県
に
お
け
る
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中「
に
掲
げ
る
目
標
」

を
「
の
目
標
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
に
掲
げ
る
目
標
」
を
「
の
目
標
」
に
改
め
、「
保
険
者
」
の
下
に
「
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
保
険
者
」
の
下
に
「
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
を

加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
関
係
市
町
村
」
の
下

に「（
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
保
険
者
協
議
会
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
項
に
お
い
て
「
保
険
者
協
議
会
」
と

い
う
。）が
組
織
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
関
係
市
町
村
及
び
保
険
者
協
議
会
）」を
加
え
、
同
項
を
同
条

第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と

し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

都
道
府
県
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
地
域
に
お
け
る
病

床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
並
び
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
組
の
重
要
性
に
留
意

す
る
も
の
と
す
る
。

５

都
道
府
県
は
、
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
都
道
府
県
以
外
の
都
道
府
県

に
お
け
る
医
療
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
踏
ま
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

保
険
者
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
が
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
保
険
者
協
議
会
を
組
織
す
る
保

険
者
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
て
必
要
な
協
力
を
求
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
保
険
者
協
議

会
を
通
じ
て
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を「（
計
画
の
進
捗
状
況
の
公
表
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
同
じ
。）（
」の
下
に
「
次
項

の
規
定
に
よ
る
結
果
の
公
表
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
年
度
（
」
の
下
に
「
次
項
の
規
定
に
よ
る
結
果
の

公
表
及
び
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
は
、
次
期
の
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
作
成
に
資
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て「
計
画
期
間
」

と
い
う
。）の
終
了
の
日
の
属
す
る
年
度
に
お
い
て
、
当
該
計
画
期
間
に
お
け
る
当
該
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計

画
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
は
、
医
療
費
適
正
化
基
本
方
針
の
作
成
に
資
す
る
た
め
、前
項
の
調
査
及
び
分
析
を
行
つ
た
と
き
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、そ
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４

都
道
府
県
は
、
計
画
期
間
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
医
療
に
要
す
る
費
用
が
都
道
府
県
の
医
療
に

要
す
る
費
用
の
目
標
を
著
し
く
上
回
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
要
因
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
当
該
都
道
府

県
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
（
医
療
法
第
三
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
提
供
体
制
を
い
う
。）の
確
保
に

向
け
て
、
保
険
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
と
協
力
し
て
必
要
な
対
策
を
講

ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

都
道
府
県
は
、
計
画
期
間
に
お
い
て
、
第
九
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
目
標
を
達
成
で
き
な
い
と
認
め

る
場
合
に
は
、
そ
の
要
因
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
目
標
の
達
成
の
た
め
、保
険
者
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
と
協
力
し
て
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

第
十
一
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
期
の
全
国
医
療
費
適
正
化
計
画
の
作
成
に
資
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
全
国
医
療
費
適
正
化
計
画
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
計
画
期
間
」
と
い
う
。）

の
終
了
の
日
の
属
す
る
年
度
に
お
い
て
、
当
該
計
画
期
間
に
お
け
る
当
該
全
国
医
療
費
適
正
化
計
画
の
進
捗
状
況

に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

８

厚
生
労
働
大
臣
は
、
計
画
期
間
に
お
い
て
、
第
八
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
目
標
を
達
成
で
き
な
い
と

認
め
る
場
合
又
は
国
に
お
け
る
医
療
に
要
す
る
費
用
が
国
の
医
療
に
要
す
る
費
用
の
目
標
を
著
し
く
上
回
る
と
認

め
る
場
合
に
は
、
そ
の
要
因
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
当
該
要
因
の
解
消
に
向
け
て
、
保
険
者
、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
と
協
力
し
て
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
に
掲
げ
る
目
標
」
を
「
の
目
標
」
に
、「
に
関
す
る
調
査
」
を
「
の
調
査
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
内
容
を
、」を
「
結
果
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
に
掲
げ
る
目
標
」
を
「
の
目
標
」
に
、「
に
関
す

る
調
査
」
を
「
の
調
査
」
に
、「
行
い
、
全
国
医
療
費
適
正
化
計
画
」
を
「
行
い
、
当
該
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
四

項
中
「
こ
れ
」
を
「
そ
の
結
果
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
第
一
項
中
「
に
掲
げ
る
目
標
」
を
「
の
目
標
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、「
進
捗
状
況
」
の
下
に
「
若
し
く
は
同
条
第
二
項
若
し

く
は
第
七
項
の
結
果
」
を
、「
保
険
者
」
の
下
に
「
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第

二
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、「
進
捗
状
況
」
の
下
に
「
、
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
七
項
の
結
果
」を
、「
保
険
者
」

の
下
に
「
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
実
施
す
る
市
町
村
」
を
「
行
う
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第
三
項
中
「
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
」
の
下
に「（
以
下
「
保
険
医
療
機
関
」
と
い
う
。）」
を
加
え

る
。第

六
十
四
条
第
二
項
第
三
号
中
「
必
要
な
療
養
」
の
下
に「（
次
号
の
患
者
申
出
療
養
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項

第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

高
度
の
医
療
技
術
を
用
い
た
療
養
で
あ
つ
て
、
当
該
療
養
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
申
出
に
基
づ
き
、
前
項

の
給
付
の
対
象
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
適
正
な
医
療
の
効
率
的
な
提
供
を
図
る
観
点
か
ら

評
価
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
療
養
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
以
下「
患
者
申
出
療
養
」と
い
う
。）

第
六
十
四
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
第
四
号
の
申
出
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
当
該
申
出

に
係
る
療
養
を
行
う
医
療
法
第
四
条
の
三
に
規
定
す
る
臨
床
研
究
中
核
病
院
（
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
も
の
に
限

る
。）の
開
設
者
の
意
見
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
第
四
号
の
申
出
を
受
け
た
場
合
は
、当
該
申
出
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
を
加
え
、

当
該
申
出
に
係
る
療
養
が
同
号
の
評
価
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
療
養
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
療
養
を
患

者
申
出
療
養
と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

６

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
項
第
四
号
の
申
出
に
係
る
療
養
を
患
者
申
出
療
養
と
し
て
定
め

る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
当
該
申
出
を
行
つ
た
者
に
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
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